
 - 1 - 

 
 
 

学習指導と学習評価に対する意識調査の結果について（中間まとめ速報②） 

 

 

 

１．指導要録における「行動の記録」の記録方法に対する考え（小学校 

・中学校のみ） ･････････････････････････････････････････････････ ２ 

 

 

２．「総合所見及び指導上参考となる諸事項」として記録している事項 ････ ３ 

 

 

３．「総合的な学習の時間」についての評価方法 ････････････････････････ ４ 

 

 

４．「総合的な学習の時間」についての評価規準の設定状況 ･･････････････ ５ 

 

 

５．指導要録における特別活動の記録方法に対する考え（小学校・中学 

校のみ） ･･･････････････････････････････････････････････････････ ６ 

 

 

 

資料２ 
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１．指導要録における「行動の記録」の記録方法に対する考え（小学校・中学校のみ） 

 

指導要録における「行動の記録」の記録方法に対する考え（小中のみ）
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63 .4

26.8

26.1

27.5

9 .3

8.5

10.160.9

「項目」ごとに
記録欄があるのがよい

主な事実や所見を文章
で記述するのがよい

その他

1.5

2.0

1 .8

無回答
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全体(N=3287)
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中学校(N=1628)
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２．「総合所見及び指導上参考となる諸事項」として記録している事項 

 

「総合所見及び指導上参考となる諸事項」として記録している事項

29 .3

7 3.1

6 7.4

13 .7

3 .2

3 .9

31.3

68.5

81.4

65.3

9.5

2.4

3 .6

80.9

75.6

55.5

63.5

24.7

13.0

3.9

3 .6

75.6

24.9

75.9

71.6

53.6

84.0

70.5

70.4

11.1

18.6

3 .4

4 .6

23 .2

7 0.1

58 .2

54 .0

37 .2

76 .2

82 .0

52 .5
23.6

34.2

64.0

8 .9

9.4

2 .6

89.7

71.3

63.3

81.5

76.0

74.9

31.9

73.2

81.1

- 20 40 60 80 100

各教科や総合的な学習の時間において，
                   児童生徒の優れている点

各教科や総合的な学習の時間において，
                  児童生徒の努力を要する点

特別活動に関する事実及び所見

行動に関する所見

進路指導に関する事項

取得資格

児童生徒の特徴・特技

部活動

学校内外における奉仕活動やボランティア活動の状況

表彰を受けた行為や活動

学力等について標準化された検査の結果

学級・学年など集団の中での相対的な位置付けに関する情報

その他

無回答

(%)

全体(N=4978)

小学校(N=1659)

中学校(N=1628)

高校(N=1691)
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３．「総合的な学習の時間」についての評価方法 

 

「総合的な学習の時間」についての設定・評価方法

30 .1

4 0.8

8 .3

26.5

45.3

6 .3

56.9

27.3

45.2

6 .0

46.2

36.2

32.0

12.4

56. 5
66.5

- 20 40 60 80

　　　　　　　　　　　「課題設定の能力」「問題解決の能力」

「学び方，ものの考え方」など，「総合的な学習の時間」の

　　　　　　　　　　　　　目的を踏まえた観点を設定している

「学習活動への関心・意欲・態度」「総合的な思考・判断」

　　　　　　　　　　「学習活動にかかわる技能・表現」など，

　　　　　　教科との関連を明確にした観点を設定している

　　　　　　　「コミュニケーション能力」「情報活用能力」など，

学校ごとに定める目標･内容に基づいた観点を設定している

無回答

(%)

全体(N=4978)

小学校(N=1659)

中学校(N=1628)

高校(N=1691)

 

 
 
 
＜参考＞文部科学省委嘱研究「総合的な学習の時間実施状況調査」 

（実施時期：平成１７年９～１０月） 

 

○評価の観点の設定の状況（複数回答） 

1.5

39.3

35.0

60.1

1.5

34.3

36.0

69.9

0 20 40 60 80

無回答

各学校の定める目標・
内容に基づいた観点

教科との関連を明確にした観点

学習指導要領に示された総合的な学習の
時間のねらいを踏まえた観点

(%)

小学校（N=739）

中学校（N=552）

 
 

 

（複数回答） 
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４．「総合的な学習の時間」についての評価規準の設定状況 

 

「総合的な学習の時間」についての評価規準の設定状況

25.0

31 .3

20.9

30.0

28.0

34.4

27.9

39.5

35 .0

38.5

45.0

5.4

5 .8

4 .2

6 .2

22 .9

すべての単元において，
評価規準を設定

単元によっては，
評価規準を設定

評価規準は
設定していない

無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=4978)

小学校(N=1659)

中学校(N=1628)

高校(N=1691)

 
 

 

 

＜参考＞文部科学省委嘱研究「総合的な学習の時間実施状況調査」 

（実施時期：平成１７年９～１０月） 

 

○具体的な学習活動に即した評価規準の作成 
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５．指導要録における特別活動の記録方法に対する考え（小学校・中学校のみ） 

 

指導要録における特別活動の記録方法に対する考え（小中のみ）

40.1

40 .4

27 .5

26 .6

28.4

23.9

23.6

24 .1

「活動」ごとに
記録するのがよい

39.7

「態度」や「資質」を特別
活動の目標に照らして
評価するのがよい

主な事実や所見を文章
で記述するのがよい

その他

6.0

6 .6

5.4

無回答

2.3

2.7

2 .5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=3287)

小学校(N=1659)

中学校(N=1628)
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